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赤城の豊かな自然の中で、その気候や風土に合った野菜を育て

ています。2017年から畑を始めてまだ3年目ですが、少しずつ

土地のことが分かってきたところです。 

今年の収穫は、春夏にナス・キュウリ・ミニトマト・じゃがい

も・玉葱、秋冬には人参・大根・白菜でした。太陽の恵みと Farm

班のみんなの愛情をいっぱいに浴びた旬の野菜を収穫して、自分

たちで食べたり誰かに食べていただける喜びを日々味わっていま

す。 

販売量は、じゃがいも約100㎏、玉葱約130㎏、人参約60

㎏でした。お買い求めいただき本当にありがとうございました。 

これからもみんなで力を合わせておいしい野菜をつくります！ 

 

野菜を育てています れいんぼぅかんぱに 

今年度も「きっちん」「購買」「清掃」「クロネコDM便」など、様々なところで仕事を行うことができまし

た。稼いだ工賃で、お気に入りのCDを買ったり、出かけたり、美味しいものを食べることもできました。また自立

講座では、１年を通して「コミュニケーション」について勉強しました。その実践として、たくみの里や大宮へ出か

けたりしました。楽しみにしていた旅行では、東京でライオンキングを観たりスカイツリーに上ったりして楽しく過

ごすことができました。来年度もがんばります。 

コミュニケーションを勉強しました ぴいす 

現在 5名のスタッフで約 250名の障害児者とご家族へ相談支援を提供しています。お一人おひとりの相談に丁寧

に対応することを心がけていますが、こうした個別相談の中で現在の仕組みでは解決できない課題を前橋市自立支援

協議会等を通じて検討し、より暮らしやすい新しい仕組みをつくっていくことも大きな役割のひとつです。協議会に

は 6 つの部会がありますが、今年度すてっぷが参加している地域生活支援拠点整備部会とこども部会の活動をご紹

介します。 

地域生活支援拠点整備部会では、親なき後の安心を地域で支えるため、緊急時の相談ができるよう、夜間・休日の

連絡体制、受け入れ先の確保などを話し合っています。 

こども部会では、子育て支援施策や保育・教育機関等も含めた社会資源を冊子にまとめたり、日頃の支援を振り返

り、より理解を深めるため「前橋市療育ネットワーク推進会議研修会」を毎年開催しています。 

こんな仕事をしています 前橋市障害者生活支援センター 
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昨年秋、元理事の女屋さんのお庭に大きな柿の木があり、Little と Kid’s の子供たちが 

何度かお邪魔して、柿とりを体験させていただきました。オレンジ色のピカピカ光る柿を 

女屋さんの奥様に袋いっぱいにしていただき、子供たちは「柿のおばあちゃん」と呼ぶ 

ようになりました。お庭で遊ばせていただいたり、抱っこしてもらったり、頭をなでて 

もらい子供たちは柿のおばあちゃんが大好きでした。 

 

6 名のスタッフで障害者が一般企業で『働く』を支援しています。就職支援、定着支援に加え、就労先や関係機関

と連携し、セミナーを開いたり見学会をコーディネートしたりしています。先日も群馬県労働政策課と共催で、「働

く精神障害者支援連絡会議 in 前橋」を開催いたしました。当日は60名を超すたくさんの皆様にご参加いただき。日

頃の悩みやこれからの障害者雇用について活発に意見を交わすことが出来ました。 

また『楽しむ』の支援としては「ほっとCaf’e・就就業交会会就末活活 クラブ」のイベントを企画しております。日

帰り旅行やヨガ、調理、さらには勉強会を通じて、楽しみながら交会を深めています。働く職場は違っても働いてい

く中で抱えている思いを共有したり、趣味の話で盛り上がったり、写真を撮ったりと皆さん、休日を楽しんでいます！ 

働く支援と楽しむ支援 ワークセンターまえばし 

柿のおばあちゃんありがとう！ 

Little Kid’s Club ・ Kid’s Club 

そんな大好きな女屋さんはご家庭の都合で他県へ引っ越す

事になりました。１２月１3日快晴の中、理事長に誘っていた

だき、皆で一緒に作ったアルバムと花束を持ってお別れに伺

いました。「柿のおばあちゃんありがとう！」と元気いっぱい

言ってお渡しする事が出来ました。女屋さんの目に光る涙は

子供たちの心の中でキラキラ輝きながら一生の宝物になって

くれる事でしょう。子供たちが見えなくなるまで、庭先からい

つもと変わらない笑顔で、ずっと手を振り続けてくださった

女屋さん。お元気でいてください(*^_^*)。 

 

女屋さんからご寄付いただいた土地は来春、子供たちの遊び場として使わせていただく事になりました。子供たちと一緒

に女屋さんの笑顔を思いだしながら、安全な場所で沢山遊ばせていただきます。ありがとうございました。 
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